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論文内容の要旨

正常ラットの肝臓と筋肉に存在するピルビン酸キナーゼの大部分は，それぞれ，肝臓型 (L型)お

よび筋肉型 (M型)アイソザイムである。担癌ラットの肝臓では牌臓型 (S型)アイソザイムが増加

する。 s型アイソザイムと M型アイソザイムは免疫学的に交さすることが知られており， しかも， s 
型ピルビン酸キナーゼのフルクトース 1 ， 6- ジリン酸 (FDP) による活性化わよび分子量に関して，種

々の異なる報告がなされていた。そこで本研究では，上記の事柄を明確にする目的で，ラットの移植

癌であるローダミンサルコーマより S型アイソザイム，また，ラットの骨格筋より M型アイソザイム

の精製を行い，それぞれの性質を検討した。

S型と M型アイソザイムの精製過程の一部には，それぞれの酵素のリン酸基に対するアフイニティ

ーを利用し， リン酸セルロースカラムを用いたアフイニティークロマトグラフィーを利用した。また，

S型アイソザイムの精製過程には， s型アイソザイムが， FDP と結合した時と結合していない時で，

等電点 (pI)を異にすることを有効に利用した O

S型アイ、ノザイムは二種の FDP結合部位を持ち， FDP を結合していない型はpI7.8， 1 st部位

に FDP を結合した型は pI6.6，また両部位( 1 st と 2 nd) 部位に FDP を結合した型は pI6.2 を有する。

M型アイソザイムには FDP結合部位がなく， pI 7.4 を有する。 s型アイソザイムには， FDP わよび

酵素濃度に依存した，サフ守ユニットの単量体手 2 量体手 4 量体の解離会合が見られるが， M型アイソ

ザイムはそれに依存せず常に 4 量体で存在する。

アミノ酸分析むよびペプチドマップの比較から， s型アイソザイムと M型アイソザイムは蛋白質化

学的に異なることが明らかになった。反面，両者は非常に類似した蛋白質であることも明らかになっ
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論文の審査結果の要旨

正常ラットの肝臓と筋肉に存在するピルビン酸キナーゼの大部分は，それぞれ，肝臓型 (L型)お

よび筋肉型 (M型)アイソザイムである。担癌ラットの肝臓では牌臓型 (S型)アイソザイムが増加

する。 S型アイソザイムと M型アイソザイムは免疫学的に交叉することが知られており， しかも， S 

型ピルビン酸キナーゼのフルクトース 1 ， 6- ジリン酸 (FDP) による活性化わよび分子量に関して，種

々の異なる報告がなされていた。本論文では，上記の事柄を明確にする目的で，ラットの移植癌であ

るローダミンサルゴーマから S型アイソザイム，また，ラットの骨格筋から M型アイソザイムの精製

を行い，それぞれの性質を検討した。

S型と M型アイソザイムの精製過程の一部には，それぞれの酵素のリン酸基に対するアブイニティ

ーを利用し， リン酸セルロースカラムを用いたアフイニティークロマトグラフィーを利用した。また，

S型アイソザイムの精製過程には， S型アイソザイムが， FDP と結合した時と，結合していない時

で，等電点 (pI) を異にすることを有効に利用した

S型アイソザイムは二種の FDP結合部位を持ち， FDP を結合していない型は pI 7.8，第一部位に

FDP を結合した型は pI 6.6，また，第一部位と第二部位の両方に FDPを結合した型は pI6.2 を有する。

M型アイソザイムには FDP結合部位がなく， pI 7.4 を有する。 S型アイソザイムには， FDPおよび酵

素濃度に依存した「サブユニットの単量体~2 量体手 4 量体」の解離会合が見られるが， M型アイソ

ザイムはそれらに依存せず，常に， 4 量体で存在する。

アミノ酸分析むよびペプチドマップの比較から， S型アイソザイムと M型アイソザイムは蛋白質化

学的に異なる反面，極めて類似している。

上記の研究業績は，担癌による代謝変異の研究に具体的，物質的基盤を与えたものであり，理学博

士の学位論文として十分に価値があるものと認められる。
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